






要約:ファロー四徴症根治手術例 30 症例の術後完全右脚ブロックの障害発生部位の検討を

体表面電位図を用いて行った。体表面電位図では心室興奮伝播過程、Niche の出現部位と

時間の違いから完全右脚ブロックの障害部位を本幹性と末梢性に分類することが可能であ

った。30 例のうち 6例に対して開心術中にヨードガスによる刺激伝導系の生体染色法を施

行した。このうち 3例は末梢性の完全右脚ブロックになったが、残り 3例は不完全右脚ブ

ロックにとどまった。生体染色施行例は障害が軽度であった。 


